
＊博物館には専用駐車場はございません

特別展示『静岡発！小川三知のステンドグラス
/小川スツジオ色ガラス見本 初公開』 

講演『静岡が生んだ日本のステンドグラス作家の草分け小川三知』

 静岡市歴史博物館 １F 市民活動スペース ＊入場無料
静岡県静岡市葵区追手町 4－16

主催　小川三知を讃える会

2026.9.13(Sun)　10:00～16:00

イベント詳細
こちらから→

協賛

http://sanchi.info

静岡市に生まれ明治から昭和にかけて日本各地の建築にステンドグラスを
取り入れた草分け的な作家、小川三知。築地邸ステンドグラスの他、

小川三知を讃える会と愛好家が所有する作品数点（初公開作品を含む）を展示。
調査研究で新たに発見された三知の制作工房（小川スツヂオ 1913～1930 頃）で
使用されていた色ガラス見本も初公開し、その役割と三知のガラス選定と技法

について、小川三知研究家 井村馨氏の講演を交えて紐解きます。

小川三知研究家  井村馨 氏  講演： ①11:00~  ②14:00~

静岡市歴史博物館
 

共催

小川スツヂオ色ガラス見本 ( 部分拡大 )　　



特別展示『静岡発！小川三知のステンドグラス 
　　　　　　　　　　　　　/小川スツジオ色ガラス見本 初公開』　　
 ＆講演『静岡が生んだ日本のステンドグラス作家の草分け小川三知』
静岡市呉服町で生まれ、明治から昭和にかけて日本各地の名だたる建築にステンドグラスを
作品として取り入れた我が国のステンドグラス作家の草分け小川三知（おがわ さんち）。
小川三知の作品は全国各地に点在するが、生まれ故郷の静岡では未だ大きな作品は確認され
ていません。数少ない静岡での作品として三知の母方の親族である静岡市安西の商家『築地
金次郎』邸の障子建具に収められていた２作品が現存（建物は現存せず）しています。
本企画では、築地邸ステンドグラスの他、小川三知を讃える会と愛好家が所有する三知作品
数点（初公開作品を含む）を展示します。今回新たに発見された三知の制作工房（小川スツ
ヂオ 1913～1930 頃）で使用されていた色ガラス見本を公開し、その役割と三知のガラス選
定と技法について展示と講演会で紐解いて行きます。また三知をルーツとした静岡の地で

駿府の時代から静岡に受け継がれる工芸と、ものづくりの文化の一端としてのステンドグラ
スの役割と先達の業績を再確認し、静岡が生んだ偉大な芸術家と静岡の深い関わりを探り
新たな文化価値の発信を目指します。
会期：2026 年 9月 13 日 ( 日 )   10:00～16:00　
会場：静岡市歴史博物館  １F 市民活動スペース  静岡県静岡市葵区追手町 4－16
展示品： 』スラグドンテス邸脇西『/』スラグドンテス邸地築『 作知三川小
　　小川家親族所蔵作品数点・小川スツジオガラス色見本（初公開）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　小川三知作品写真パネル　他
 講演『静岡が生んだ日本のステンドグラス作家の草分け小川三知』
　　　講師：井村馨 氏（小川三知研究家）
　　　午前の部　11:00～12:00    午後の部　14:00～15:00　
＊入場無料：どなたでも観覧聴講可能　＊博物館には専用駐車場はございません
　　　　

小川三知（おがわ さんち）
明治から昭和初期に活躍した日本のステンドグラス作家。
1867（慶応３）年 駿府藩の呉服町５丁目に医師 小川清齋の次男として
生まれる。家業を継ぐために東京に出て第一高等中学校（現東京大学・
独逸語予科）に入学するも、絵の道に進む為に退学し、東京美術学校
（現東京藝術大学）に入学する。日本画家 橋本雅邦に師事し、日本画を
学ぶ。美術学校を卒業後、アメリカに渡りステンドグラスの技法を習得
して、満 44 歳（数 45 歳）で日本に帰る。日本各地の邸宅や慶應義塾
大学図書館などのステンドグラスを制作した。
自身で図案を描き、デザインから制作までを本人が統括して行ったとい
う意味で、ステンドグラス作家のパイオニア的な存在といえる。

           日本のステンドグラス作家の先駆者

1867 年　静岡市呉服町生
1928 年　没

小川三知研究家 井村 馨 氏

主催　小川三知を讃える会
協賛
http://sanchi.info

静岡市歴史博物館共催

小川三知
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